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公益事業 

教科書研究センター創立５０周年記念事業 

  

（１）広めよう深めよう「教科書を使って探究学習」コンクール２０２６の実施 

  様々な情報やヒントが詰め込まれた教科書を探究的な学習のどこかの段階で効果的に使

って学習の質を高めた学習成果を募集するコンクールを実施する。 

  令和８年１２月～１月上旬  作品受付  

  令和９年１月～２月     第一次、二次審査（書面） 

      ３月        最終審査及び表彰式（オンライン） 

 

（２）エジプトの教科書展及びシンポジウムの開催（文教大学との連携事業） 

外国の教科書を収集している教科書研究センター附属教科書図書館と文教大学教育研究

所と連携して「エジプトの教科書展及びシンポジウム」開催する。 

  令和８年５月開催予定（文教大学越谷キャンパス） 

 

（３）創立５０周年記念式典及び講演会の開催 

  記念式典及び「教科書研究に関する講演会」を開催する。 

   令和８年１１月６日（金）１３時３０分～ 

   ホテルルポール麹町（千代田区） 

 

（４）教科書研究センター紀要「教科書研究（仮称）」の創刊 

当センターで実施している大学院生論文助成事業の助成を受けた論文、若手研究者研究助

成事業の助成を受けた研究の成果に係る論文、委託研究の研究成果等を掲載した教科書研究

センター紀要「教科書研究（仮称）」を創刊する。 

 

【事業Ⅰ】教科書図書館の設置・運営 

（１）戦後の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の教科書及びこれに関連する図書、戦

前の教科書、外国の教科書その他教育資料等を収集、整理、保管し、教科書発行者、教科書

関係者等の利用に供する。特に、令和８年度は、令和８年度使用教科書の受入れを行うとと

もに、引き続き中国、韓国、台湾との協定に基づく教科書の交換を行う。劣化の激しい教科

書等の計画的な PDF 化を進める。 

 

（２）令和９年度から使用される教科書検定結果公開のため常設展示場を設置し、検定に係る

申請図書、見本本、検定意見、修正表等を展示公開する。 

 

（３）司書資格の取得を目指す大学生のインターンシップ受入れを行う。 
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【事業Ⅱ】教科書に関する研究 

１．教科書に関する調査研究 

（１）教科書の在り方 

教科書の在り方と望ましい役割に関する調査研究（３年計画３年次） 

対話的な学びを促進し、学習者自身による知の創造を可能とするモデル教科書を開発し、

学習者を中心とした学習観や学習者観、授業観に基づく教科書の役割や機能、望ましい在り

方についての調査研究を行う。 

    研究者 山内 敏男 兵庫教育大学社会系教科マネジメントコース教授 他 

 

（２）検定教科書の活用 

教科書読解に関するファシリテーター養成講座の開発・普及 

全国各地で、現職教員を対象として、受講者を学校等で教科書読解のためのワークショッ

プを実施する研修講師として育成するための「教科書読解ファシリテーター養成講座」を開

催し、その成果を全国に普及させる。 

研究者 佐藤 和紀  信州大学学術研究院教育学系准教授 

三井 一希  山梨大学教育学部准教授 

大久保紀一朗  京都教育大学教職キャリア高度化センター講師 

 

（３）デジタル教科書の活用 

＜全般＞ 

① 主体的・対話的で深い学びを実現するデジタル教科書活用の実証研究（３年計画３年次） 

デジタル教科書と多種多様な教材、学習支援ソフトウェアを効果的に活用した授業実践を

行い、授業実践前に整理した「授業改善の期待効果」と授業実践及び事後の振り返りで取得

した「学習者の視点での学び」を比較し、「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善

効果を検証する。 

研究者 小林 祐紀 放送大学准教授 他 

 

＜算数・数学＞ 

② 小中学校の算数・数学科に関する学習者用デジタル教科書の活用に関する研究 

（３年計画３年次） 

算数・数学の学習者用デジタル教科書の活用を通じて行う、「個別最適な学び」と「協働的

な学び」を一体的に充実する授業の改善や開発、学習者を中心とした授業デザインなど学習

観・授業観・教科書観の転換に関する研究、「令和の日本型学校教育」を担う教員の育成に係

る教職科目や研修プログラムの開発などを行う。 

実施大学 北海道教育大学、上越教育大学、福岡教育大学 
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 ③ 自律的な学習者を育成する小学校外国語科の授業づくり（新規） 

－デジタル学習基盤を生かして－（２年計画１年次）            
デジタル教科書を活用した授業づくりに関する研究の成果をさらに発展させ、デジタル学

習基盤を活用した、自律的な学習者の育成や英語力の向上に資する小学校外国語科の授業の

可能性を追究する。 

    研究者 山森 直人 鳴門教育大学学校教育研究科教授 他 

  

２．海外教科書等に関する調査研究 

（１）海外教科書制度等に関する調査研究 

① 海外教科書情報研究 

諸外国の教科書事情に関する調査研究成果（令和 2.3.31 付報告書公表）をもとにホーム

ページで公開している海外教科書情報を更新する。 

更に、令和 8 年度は上記報告書の改訂に向けて行った調査研究の成果の取りまとめを行い

報告書を刊行する。 

 

② 個別最適な学びと教科書の在り方に関する国際比較調査～諸外国におけるデジタル教科

書の政策と実相（４年計画４年次） 

先進諸外国におけるデジタル教科書等の使用実態を把握・分析し、我が国との比較を通じ

て、デジタル教科書等の位置付け・役割とそれらの活用方法、教科書に求められる機能等を

明らかにする。 

国内外の研究者を対象に行った「ポスト・デジタル時代における教科書の将来像に関する

デルファイ調査」の取りまとめを行う。 

研究者 二宮 皓 広島大学名誉教授 他 

 

（２）算数・数学の教科書の世界的潮流に関する調査研究Ⅱ（３年計画３年次） 

先進諸外国における算数・数学の教科書について調査分析を行い、我が国の教科書の在り

方についての示唆を導く。 

研究者 西村 圭一 東京学芸大学教育学部教授 他 

 

３．研究助成 

（１）大学院生に対する教科書研究助成 

修士又は博士課程に在学する大学院生による教科書及びこれに関連する教材に関する研

究に対し助成を行う。（12 回目） 

研究成果については、その概要を「センター通信」に掲載するとともに、成果報告集を作

成する。また、優れた研究成果については優秀賞を送るとともに発表の機会を提供する。  

 

（２）若手研究者に対する教科書研究助成 

将来の教科書研究者を育て、教科書等に関する研究の振興を図るため、若手研究者による

教科書及びこれに関連する教材に関する研究に対し助成を引き続き行う。（４回目）   

研究成果については、その概要を「センター通信」に掲載するとともに、成果報告集を作
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成する。また、優れた研究成果については優秀賞を送るとともに発表の機会を提供する。 

 

（３）小中高等学校等教科書研究助成 

当センターの研究成果物などを活用して校内研修や教育実践等を行う学校に対して助成

を行い、授業づくりやその改善につなげるとともに、その効果検証等を行う。（３回目） 

 

【事業Ⅲ】研修・普及・広報 

１．研修 

＜研修の実施＞ 

（１）セミナー等の開催 

教科書発行者の編集担当者や教育関係者等に対し、教科書セミナー等を実施する。 

 

（２）各国からの研修、視察団の受け入れ 

JICA 等を通じた研修や各国からの視察団の積極的な受け入れと情報交換を行う。 

 

（３）教員養成系大学・学部と連携した研修会等の開催 

東京学芸大学などの教員養成大学・学部と連携して、本センターの成果物を活用した研修

やデジタル教科書研修会等を開催する。 

 

＜研修の支援＞ 

（１）教育委員会と連携した調査研究 

教育委員会において、域内の教員に対して当センターの研究成果を活用した研修等を行い

各学校における授業改善につなげ、その効果等を検証する。 

① 子供主体の授業改善を推進する学習者用デジタル教科書の効果的な活用方法 

（２年計画＋１年延長） 

研究者 雨宮 浩平 山梨県教育委員会義務教育課指導主事 

② デジタル教科書を活用した主体的・対話的で深い学びへの授業改善～児童生徒へのデジ

タル教科書の活用した効果の検証～（２年計画２年次） 

研究者 大津 幸夫 千葉県市川市学校教育部教育センター研究室 

 

（２）拡散型教員研修に関する実践的研究 

学習者主体の教科書・デジタル教科書の活用方法を周知する拡散型教員研修プログラムを

構築・実践し、教科書・デジタル教科書の機能改善や充実に資する提言を行う。（２年計画＋

１年延長） 

研究者 榊原 範久 上越教育大学教職大学院教授 
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２．普及 

（１）研究成果の作成・配布 

センターで実施した教科書に関する研究の成果報告書を作成し、教科書発行会社や教育関

係機関等に広く配布する。 

 

（２）主体的・対話的で深い学びを実現するデジタル教科書活用に係る普及・啓発事業 

（３年計画３年次） 

当センターで作成した「すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集」を活用した授

業案等を同胞した研修パッケージを作成する。 

研究者 佐藤 幸江 放送大学客員教授 

 

３．広報 

（１）センターホームページのリニューアルと情報発信 

  広報活動をさらに強化するため、ホームページをより見やすく分かりやすい構成にリニュ

ーアルし、調査研究や助成事業などの成果物をウェブ上で公開するとともに、公式 SNS など

を活用した情報発信を積極的に行う。 

 

（２）「センター通信」の発行 

教科書等に関する内外の新しい情報等を提供するため「センター通信」を 4 月､10 月､1 月

の年 3回の定期及び必要に応じ臨時に発行し、教科書発行会社、教育関係機関等に配布する。 

 

（３）教育関係者を対象にした全国大会等における資料配布 

全国の教育関係者を対象にした大会等において、センターの研究成果等に係る資料配布を

行う。 

全国教育研究所連盟、関東地区教育研究所連盟に参加し、センターの研究成果等について

情報提供を行う。 
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収益事業 

【事業Ⅳ】その他（建物賃貸等） 

 
（１）教科書研究センター施設利用規則に基づき、施設の一部を事務室（一部倉庫を含む。）

として教科書関係団体に低廉な利用料で貸付を行う。 
 

（２）教科書研究センター施設利用規則に基づき施設の一部（第１・２・４・５会議室、

調査相談室）を低廉な利用料で教科書関係団体等の利用に供する。 
 

別 表 
 

家屋貸付 

（１）賃借料 

団 体 名 使用面積 ㎡当り単価 月  額 年    額 
 
教科書協会 
全国教科書供給協会 
教科書著作権協会 

㎡ 
１３２ 
１１１ 

７２ 

円 
１，６３４ 
１，６３４ 
１，６３４ 

千円 
２１６ 
１８１ 
１１８ 

千円 
２，５９２ 
２，１７２ 
１，４１６ 

合  計 ３１５ ― ５１５ ６，１８０ 

 
（２）共益費 

団 体 名 使用面積 ㎡当り単価 月  額 年    額 
 
教科書協会 
全国教科書供給協会 
教科書著作権協会 

㎡ 
１６５ 
１３８ 

９０ 

円 
１，１４４ 
１，１４４ 
１，１４４ 

千円 
１８９ 
１５８ 
１０３ 

千円 
２，２６８ 
１，８９６ 
１，２３６ 

合  計 ３９３ ― ４５０ ５，４００ 

 
（３）合計 

団 体 名 使用面積 ㎡当り単価 月  額 年    額 
 
教科書協会 
全国教科書供給協会 
教科書著作権協会 

㎡ 
― 
― 
― 

円 
― 
― 
― 

千円 
４０５ 
３３９ 
２２１ 

千円 
４，８６０ 
４，０６８ 
２，６５２ 

合  計 ― ― ９６５ １１，５８０ 

 


